
「中央区環境行動計画2023　小学生版」活用調査結果

 ・区立小学校16校のうち授業等で活用した学校は９校、役に立ったと回答した学校は10校で

　あった。

 ・総合的な学習の時間での活用が多く、その他理科・社会・道徳などで活用された。具体的

　には、環境新聞の作成やSDGs学習において役立った。

 ・暮らしに直結する環境問題について、区の取組も紹介され身近な話題であったため、興味

　をもって冊子を読んだり教職員の説明を聞いたりし、自分事として考える良い機会となった

　という意見があった。

 ・冊子の配布前に、すでに環境問題の学習を行ってしまい活用できなかったという意見が

　あったため、確実に活用いただけるよう教育委員会と調整し、配付時期について検討する。

事業概要

　区では、「中央区環境行動計画2023」を令和５年３月に策定した

ことを機会に、未来を担う子どもたちに、環境問題とそれに対する

区の施策への理解を深めてもらうことを目的として、環境月間であ

る６月に、区立小学校６年生を対象に「中央区環境行動計画2023

小学生版」を配付した。

　本冊子は、子どもたちを取り巻く、現在、未来の在り方を知り、

「ゼロカーボンシティ中央区宣言」等、環境問題に取り組む区の施

策、区民として自らできる取組を具体的に学び、中央区全体として、

個人、企業等みんなで計画目標の達成を目指すことを認識し、行動

の変容、継続の大切さを学ぶことを目的としている。

活用調査の目的

本事業は３年間（令和５年度から令和７年度）にかけて配付を計画している。

冊子の活用方法や児童の関心意欲向上等の効果を把握し、今後の取組を検討する必要がある。

調査方法

５月27日から６月30日までの期間に教職員を対象にWEBによるアンケートを実施。

調査結果
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